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1.  この取扱説明書に従ってご利用下さい。

2.  温度の高い場所(直射日光が当たる場所や暖房器具
     の側など)や、湿度の高い場所(水気の近くや雨中な
　  どの濡れる場所)でのご使用・保管はお止め下さい。

3.  当製品を改造・分解しないで下さい。

4.  当製品は精密機器です。強い振動や衝撃を与えると
　 内部に異常をきたす恐れがあります。運搬、ご使用
　 の際の振動や落下に十分ご注意下さい。

5.  長時間ご使用されない時は、電源の元となる電源コ
　 －ドをコンセントから抜いておいて下さい。
　 (乾電池をご使用頂く製品は乾電池を取り外して下さい)

6.  100V 50/60Hzの定格電圧でのみご使用下さい。

7.  換気を必要とする機器は通気口を塞がない様にお気
　 をつけ下さい。

8.  機器同士をケーブルで繋ぐ際は、全ての機器を繋ぎ
　 終えた上で、電源を入れて下さい。また、電源を入
　 れる前に機器のボリュームが最小値になっているこ
　 とを確認して下さい。

9.  電源コード及び接続部には負荷がかからない様ご注
　 意下さい。

　 修理が必要な場合は、ご購入頂きました販売店様へ
　 ご連絡を頂き、修理依頼をお願いします。
　 保証書が無い場合は保証が適応されませんので、大
　 切に保管して下さい。

安全上のご注意

CAUTION: TO REDUCE THE RISK OF ELECTRIC SHOCK,
DO NOT REMOVE COVER (OR BACK)

NO USER SERVICEABLE PARTS INSIDE
REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL

当製品を安全かつ正しくお使い頂く為に、「安全上のご注意」及びこの取扱説明書を必ずお読み下さい。
お読み頂いた後は、保証書と一緒に大切に保存して下さい。

CAUTION
RISK OF ELECTRIC SHOCK

DO NOT OPEN

10.

このマークは、製品の筐体の内部に電圧が流れ
ており、感電する危険があることを示しています。

このマークは、付属の取扱説明書に大切な安全
上の注意や操作方法が記載されていることを
示しています。
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基本性能

・24-bit A/D、D/Aコンバーター、256/512倍オーバーサンプリング

・各チャンネル最大12周波数帯のフィードバックを自動感知し、除去

・プログラム可能な24パラメトリック･フィルター(マニュアル設定可)

・SINGLE-SHOTモード時、自動的にフィードバックを検知し除去、マニュアルでリセットするまでフィルターを固定

・AUTOモード時、常時ミックスをモニターし、自動的にフィルターをリセット

・MANUALモード時、各チャンネルに周波数、帯域の幅、ゲインを含む最大12のパラメトリック･フィルターをかけられる

・それぞれのフィルターにアサイン可能なSINGLE-SHOT、AUTO、MANUALモード

・内蔵32bitプロセッサー(48kHzサンプリング･レート)

・バランスXLR／フォンコネクター入出力端子

・20ファクトリープリセット、20ユーザープリセット

・出力レベルを表示する10セグメントLEDを各チャンネルに装備

・電源OFF後に設定は自動保存、記憶されます

・キーロック機能搭載

ご使用頂く前の準備

1.必ず付属の電源コードをご使用下さい。電源電圧が必ず100V 50/60Hzであることをご確認

   下さい。

2.ミキサーや音響機器のステレオ出力をCH１、CH２ ANALOG INに接続します。

3.CH１、CH２の ANALOG OUTからスピーカー、出力機器に接続します。
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設定と接続

1．デュアルLEDレベルメーター
　出力信号レベルをdBで表示します。0ｄBが最大出力レベルで
　す。オーディオ信号が最大デジタル出力レベルに到達し、ク
　リップするまでどれだけのヘッドルームがあるかを確認する
　事が可能です。バイパスモード起動時には、信号の入出力レ
　ベル表示に切り替わります。

2．24 LEDフィルターディスプレイ
　各チャンネル12個のLEDがフィルターの状態を表示し、フィ
　ルターがセットされるとLEDが点灯します。SINGLE-SHOT/ 
　AUTOモードがフィードバックを検知すると、LEDが周期的に
　点滅します。

3．FQ/Modeジョグホイール
　FQ/Modeジョグホイールは、FREQUENCY、BANDWIDTH、
　FINE、GAINの各機能のうち1つを選択する際に使用します。
　各機能のパラメーターを調節するには、ジョグホイールを押
　し、詳細を設定できる状態にします。次にジョグホイールを
　回し、詳細を変更した後にもう一度ジョグホイールを押して
　設定が完了します。この設定はフィルターがパラメトリック
　モード時のみ可能です。AUTOモード時には自動的に設定さ
　れ、ディスプレイに表示されます。
　
4．FUNCTIONジョグホイール
　FUNCTIONジョグホイールはKILL、PRESET、FILTER、
　THRESHOLDの各機能のうち1つを選択する際に使用します。
　ジョグホイールを押して変更したい機能を選択し、ジョグホ
　イールを回して各機能のパラメーターを変更した後、もう一
　度ジョグホイールを押して設定が完了します。

5．CH1 /CH2ボタン
　CH1/CH2ボタンを使って使用するチャンネルを選択します。
　また、左右のチャンネルを同時に処理したい時(ステレオ
　モード時)は、同時に2つのボタンを押します。

6．フィルター･インジケーター
　フィルター･インジケーターが点灯している時、片側もしくは
　両方のチャンネルにかかる12のフィルターの中から1つをファ
　ンクション･ジョグホイールで選択出来ます。

7．KILLモード･インジケーター
　KILLモード･インジケーターが点灯している時、OFF(OFF)、
　PARAMETRIC EQ(PA)、SINGLE-SHOT(SI)、AUTO MODE(AU)の
　4つのモードにアクセスする事が可能です。フィルターのKILL
　モードへの変更は、ジョグホイールを押して設定が確定する
　まで行なわれません。

8．THRESHOLDインジケーター
　THRESHOLDインジケーターが点灯している時、FUNCTIONジ
　ョグホイールを使って+10から-50dB間のフィードバック抑制
　スレッショルドを設定することが可能です。

9．プリセット･インジケーター
　プリセット･インジケーターが点灯している時、FUNCTIONジ
　ョグホイールを使って、工場出荷時のプリセット20種類、また
　はユーザー登録したプリセット20種類の選択が可能です。

10．FREQUENCYインジケーター
　FREQUENCYインジケーターが点灯している時、処理をする周
　波数を選択することが可能です。i7100 FEEDBACK SILENCERは
　調整可能な周波帯域(20Hz～20kHz)がISO規格の標準31帯域に
　分けられています。AUTOモード、SINGLE-SHOTモード時には
　自動的に周波数を感知し、数値がディスプレイに表示されます。

11．FINEインジケーター
　FINEインジケーターが点灯している時、ISO規格の中心周波数
　を1/3オクターブ(-9/60から+10/60)、チューニング･レンジ内
　を1/60オクターブ単位で微調整することが可能です。AUTO
　モード、SINGLE-SHOTモードでは自動的に周波数を感知し、
　数値がディスプレイに表示されます。

12．BANDWIDTHインジケーター
　BANDWIDTHインジケーターが点灯している時、1オクターブ
　(60/60オクターブ)～1/60オクターブまでの範囲で選択され
　たフィルター帯域幅を決めることが可能です。AUTOモード、
　SINGLE-SHOTモードではジッター型トラッキング方式で帯域幅
　を感知、分析し、フィルター領域を確保します。感知した際、
　帯域幅の値はディスプレイに表示されます。
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リアパネル13．GAINインジケーター
　GAINインジケーターが点灯している時、選択したフィルター
　を使い、+16dBから-48dBの範囲でブースト/カットすること
　が可能です。AUTOモード、SINGLE-SHOTモード時にはゲイン
　値が自動的にアサインされ、ディスプレイに表示されます。

14．LCDディスプレイ
　LCDスクリーンはプリセットナンバーを表示します。また、パ
　ラメーター変更時はプラス、マイナスの表示でパラメーターが
　している様子が一目で判り、変更するパラメーターによってデ
　ィスプレイの右側に Hz、kHz、1/60、dB の単位が表示されま
　す。

15．ストアーボタン
　変更したプリセットの設定を保存します。20個のユーザー設定
　が利用可能です。

16．バイパスボタン
　任意でパラメトリックフィルター、もしくは全てのフィルター
　をバイパスできます。

17．電源スイッチ
　本体電源のON/OFFの切替えを行ないます。

18．AC電源ケーブルコネクター
　付属のAC電源コードを接続して下さい。

19．オーディオ入力端子
　XLRコネクターとバランス仕様のフォンプラグに対応した端子。

20．オーディオ出力端子
　XLR・バランス仕様のフォン出力端子。

21．入出力レベルスイッチ
　i7100 FEEDBACK SILENCERの入出力レベルを切り替える為のス
　イッチです。
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基本設定

チャンネル選択
変更したいチャンネルを選択する際はフロントパネルの右側
にあるCHボタンのどちらかを押して下さい。ボタンを押すと
LEDが点灯します。両方のCHボタンを同時に押した場合は、
両チャンネルを同時に設定出来るステレオモードになります。
CH1を押しながらCH2を押すと、CH1と同じ周波数の音源と入
れ替わります。CH2を押しながらCH1を押すと逆になります。

フィルター選択
フィルターを変更したい場合は、FUNCTIONジョグホイール
を使い、フィルター･インジケーターLEDを点灯させます。
フィルター･インジケーター点灯後、FUNCTIONジョグホイー
ルを押すとインジケーターが点滅します。インジケーター点滅
中にFUNCTIONジョグホイールで変更したいフィルターを選
択出来ます。

KILLモード選択
FUNCTIONジョグホイールを使い、KILLモードオプションを選
択します。KILLモードインジケーターが点滅中、LCDディスプ
レイは現在選択されているフィルターの状態を表示します。
この時に使用したいKILLモードを、FUNCTIONジョグホイー
ルで選択します。各チャンネルに4つのモード、OFF(OFF)、
SINGLE-SHOT(SI)、AUTO MODE(AU)、PARAMETRIC(PA)の中
のうち1つが選択されます。

OFF(OFF)：
選択したフィルターのKILLモードを無効にします。

SINGLE-SHOT(SI)：
フィードバックが起きている周波数帯に各フィルターが自動的にア

サインされ、マニュアルでリセットされるまで固定されます。通常、

特定の周波帯でフィードバックが起こってしまう据え置き型マイクを

用いたシステムをイコライジングする時に最適です。

AUTO MODE(AU)：
フィルターは変化するフィードバックの周波数帯に合わせてアサイ

ンされます。マイクの動きによって、フィードバックの周波数帯が変

化しやすいような場面の使用に最適です。

PARAMETRIC(PA)：
パラメトリックEQ機能をマニュアルで設定した際、FQ/Modeジョグホ

イールを使って、中心周波数や帯域幅、ゲインを細かく調整する事が

可能です。異なる周波数帯でフィードバックが起こる環境で、フィード

バックをコントロールし除去します。

THRESHOLD
フィードバック抑制の閾値を+10dB～－50dBの範囲で変更
可能です。THRESHOLD機能を利用して、音圧を下げることな
く最良の音質を得る事が出来ます。

プリセットの呼び出しと保存
20種類のプリセットとユーザーが保存したプリセットを選択
する事が可能です。自作のプリセットを保存するには、各フィ
ルターを設定を行った後、STOREボタンを押すとLCDディス
プレイにU1(ユーザー･プリセット･スロット1)と表示されます。
その状態でFUNCTIONジョグホイールを使ってU1からU20ま
でのスロットから選び、クリックして保存します。好みの設定
を保存する事で、毎回フィルターを調整する必要がなくなり
ます。

オートセービング･セッティング
各コントロール部が10秒以上変更されないと、自動的にその
時のセッティングを保存し、電源をOFFにした後も保存されま
す。停電等で急に電源が切れた場合も、作ったセッティングが
失われる事はありません。

ロック機能
FUNCTIONジョグホイールとFQ/Modeジョグホイールを同
時に押すと、キーロックがかかり、アクシデントが起きた場合
でも使用中の設定が変わってしまうのを防ぐことが出来ます。
キーロックを解除するには、再度二つのジョグホイールを同
時に押します。
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接続例

1.モニターの前で経由する例

PAシステムにおけるi7100 FEEDBACK SILENCERのセットアップ例です。
あくまで一例ですので、ご使用のシステムで最良のセットアップをお探し下さい。

コンサートやライブで自分達の演奏をモニタリングする際に、モニターが入力機器に近いとフィードバックが起こりがちです。
モニタ－の前でi7100を経由させることにより、PAシステムに直接音源を送り込むことができ、よりクリアーな音を客席に向け
て出力することが可能です。
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2. メインスピーカーへの使用
フィードバックのみを処理したい場合は、原因となるマイク･チャンネルの信号だけをi7100に送り込むのが効果的です。
マイクをミキサー・チャンネルに繋いで、信号をi7100に送ります。
その他の楽器入力は直接PAシステムに信号を送ります。
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仕様

入力：
スンラバ子端 XLR 、1/4” フォン

インピーダンス  
通常作動レベル Bd4+ ot Bd01- 
最大入力レベル +16 dBu

端子
インピーダンス 600  d
通常動作レベル -10dB to +4dB
最大出力レベル +16 dBu
システム：
帯域幅 20 Hz to 20 kHz, ±0.5 dB
ノイズ  - 0dB, u d, 20 Hz to 20 kHz

00.0DHT 5 t  t +4 dBu, 1 kHz,  1
クロストーク < -80 dB
Digital Processing：
コンバーター 2- t -D t , 256/512-t  ｵｰﾊﾞｰｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ
サンプリング周波数 48KHz
コントロール 4 u t o  ｷｰ、 2 t o  ｼﾞｮｸﾞﾎｲｰﾙ
ディスプレイ：
タイプ LEDﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ
表示  t od / u  od
電源：
消費電力 10 W tt
電源プラグ t d d E  t
サイズ：
サイズ 482 x 44 x 207 mmWxHxD)( 

重量 2.2K

出力：

100V、50/60Hz

バランスXLR 、 1/4” フォン
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フリークエンシー・チャート     
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プリセット
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寸法     
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